






















































































③ - 1 　第 1 回研修会の講演のレベル、時間は
適切で、理解でき役立つ内容であったか
























































































































































































































































































































【方法】平成27年 2 月より、当院に通院する 2型
糖尿病（生活習慣病）患者100名を対象に横断的
検討を行う。呼気ガス分析装置を用いて安静時
エネルギー量（REE）を測定し、生活と運動に
関するアンケートを行った。REEは計算式で求
めた基礎エネルギー消費量（BEE）に対する割
合で求めた％BEEとして評価し、運動の種類、
頻度、時間および継続期間によって差があるか
検討した。
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【経過・課題】現在78名計測した（平均年齢68.1±
10.1歳、BMI23.9±3.9kg/m2）。運動あり群40名
vs 運動なし群38名で比較すると、年齢、BMI、％
BEE すべてに有意な差はみられなかった。今
後、人数を100人まで増やすとともに、運動の量
や内容を吟味して解析を続ける必要がある。
まとめ
参加者の中には、この研修会で発表した内容を
学会や院内の研究会で口頭発表できるようにな
り、これをきっかけとしてこのまま研究を継続
する意思を示した。管理栄養士は研究発表をす
る機会も少なく、また、研究活動を行っている
病院栄養士も少ない。よって、研究を始める
きっかけを作る本研修会は非常に有意義である
と考えられる。しかしながら、患者のデータを
使用した介入研究では、施設等の研究倫理委員
会の承認を得なければならない。研究代表者が
管理栄養士である場合は、簡単な介入研究で
あっても、その承認を得ることが困難である。
今後、研究倫理委員会への申請方法に関する研
修会が必要である。また、今回の結果が出な
かった者に対しては、発表ができる結果が得ら
れるまで継続する必要があり、平成27年度も本
研修会を継続している。
